
沿革 

 

 

１９６０年  Derendorf にあるライプニッツギムナジウム校舎を借りて、２教室で日本語授業開始 
 
１９７９年  小５、６の「日本語教室」の設置を決定 

日本人学校内で「日本語教室」の名称で、小５の１学級９名でスタート 
 
１９８０年  小６クラスを開設 

 
１９８２年  中１クラスを開設 
 
１９８３年  小５～中２の４クラスを開設 
 
１９８４年  小５～中３の５クラスを開設 

 
１９８７年  日本政府により補習授業校に認定 
 
１９８８年  従来の「日本語教室」から「日本語補習教室」へと改称 
 
１９９０年  週２回の授業から毎土曜日４時間授業制に変更 

 
１９９１年  後期より、小６～中３は４校時目、選択授業 

ドイツ地区補習授業校現地採用講師研修会幹事校として研修会を主催 
 
１９９４年  第１５回海外子女文芸作品コンクールにて学校賞受賞（１回目） 
 
１９９６年  小４クラスを開設 
 
１９９７年  ドイツ地区補習授業校現地採用講師研修会幹事校として研修会を主催 
 
２０００年  ドイツ地区補習授業校現地採用講師研修会幹事校として研修会を主催 
 
２００３年  「日本語補習教室」は「日本語補習校 ( Förderschule für Japankunde in Düsseldorf)」と改名 
 
２００５年  小３、４を対象とする準備クラスを新設し、複式授業を開始 
 
２００６年  デュッセルドルフ日本人学校 e.V. 理事会下部組織として、補習校運営を目的とした補習校運営委 
       員会が発足 

小４クラスを単独クラス化（準備クラス）小４～中３の７クラス編成 
 

２００７年  小１を新設 
 

２００８年  小１～中３の９学年９クラスを開設 
 
２００９年  創立３０周年記念誌を発行 

第３０回海外子女文芸作品コンクールにて学校賞受賞（２回目） 
 
２０１０年  ドイツ地区補習授業校現地採用講師研修会幹事校として研修会を主催 

校名のドイツ語表記を（Japanische Ergänzungsschule in Düsseldorf）に変更 
第３１回海外子女文芸作品コンクールにて学校賞受賞（３回目） 

 
２０１３年  第３４回海外子女文芸作品コンクール学校賞受賞（４回目） 



 
２０１５年  第３６回海外子女文芸作品コンクール学校賞受賞（５回目） 
 
２０１６年  第３７回海外子女文芸作品コンクール学校賞受賞（６回目） 
 
２０１７年  第３８回海外子女文芸作品コンクール学校賞受賞（７回目） 
 
２０１８年  第３９回海外子女文芸作品コンクール学校賞受賞（８回目） 
 
２０１９年  第４０回海外子女文芸作品コンクール学校賞受賞（９回目） 
 
２０２０年  創立３０周年記念誌を発行 

ドイツ地区現地採用講師研修会幹事校として、オンラインでの研修会を主催 
第４１回海外子女文芸作品コンクール学校賞受賞（１０回目） 

 
２０２１年  第４２回海外子女文芸作品コンクール学校賞受賞（１１回目） 

 


